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近
世
後
期
に
お
け
る
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楽
の
伝
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と
楽
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師
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伝
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は
じ
め
に

❶
楽
器
師
神
田
家
の
概
要

❷
雅
楽
の
伝
播
と
神
田
家

❸
楽
器
の
販
売

お
わ
り
に

　

近
世
後
期
に
は
、
公
家
の
経
済
的
困
窮
と
需
要
層
と
し
て
の
地
方
文
人
の
展
開
に
よ
る
需
給
関
係

の
成
立
、
そ
し
て
そ
の
結
果
と
し
て
も
た
ら
さ
れ
る
「
伝
統
」
と
し
て
の
朝
廷
権
威
の
浮
上
と
い
う

重
要
な
展
開
が
あ
っ
た
。
雅
楽
に
つ
い
て
も
、
楽
人
組
織
が
再
興
さ
れ
、
や
が
て
上
記
の
状
況
の
中

で
、
地
方
に
雅
楽
が
浸
透
し
て
い
く
。
今
日
、
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
各
地
の
神
社
の
神
事
に

お
け
る
舞
楽
に
つ
い
て
も
、
そ
の
維
持
や
伝
承
過
程
を
考
え
る
上
で
、
近
世
の
状
況
は
看
過
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
い
わ
ば
雅
楽
の
普
及
に
お
い
て
、
楽
人
と
人
々
を
つ
な
ぐ
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
も

の
と
し
て
、
本
稿
で
は
楽
器
師
に
注
目
し
た
。
具
体
的
に
は
、
京
都
の
楽
器
師
神
田
家
を
と
り
あ
げ
、

楽
人
の
日
記
や
地
方
文
人
の
史
料
よ
り
、
以
下
の
点
を
明
ら
か
に
し
た
。

①
神
田
家
は
、
楽
人
に
職
人
・
商
人
と
し
て
出
入
し
、
こ
れ
を
基
盤
と
し
て
公
家
、
さ
ら
に
一
八

世
紀
後
半
以
降
は
恒
常
的
に
朝
廷
の
保
管
す
る
舞
楽
の
道
具
の
修
理
・
新
調
を
請
け
負
っ
た
。

さ
ら
に
、
近
代
に
入
る
と
、
正
倉
院
宝
物
の
複
製
の
ほ
か
、
博
覧
会
で
の
雅
楽
器
の
展
示
な
ど
、

明
治
の
国
民
国
家
形
成
に
お
け
る
国
楽
と
し
て
の
雅
楽
の
再
編
や
、「
伝
統
」
の
再
発
見
・
輸

出
に
か
か
わ
っ
て
い
っ
た
。

②
こ
う
し
た
公
家
・
朝
廷
へ
の
出
入
・
御
用
関
係
を
信
用
の
源
泉
と
し
な
が
ら
、
武
家
に
出
入
す

る
よ
う
に
な
り
、
楽
器
の
修
理
・
購
入
や
、
楽
人
へ
の
入
門
を
仲
介
し
た
。
さ
ら
に
、
神
田
家

の
顧
客
は
地
域
を
越
え
て
各
地
の
文
人
層
に
お
よ
び
、
彼
ら
の
楽
人
へ
の
入
門
の
取
次
、
楽
器

の
供
給
と
維
持
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
な
お
、
雅
楽
に
限
ら
ず
、
公
家
の
家
職
と
そ
の

波
及
を
考
え
る
際
に
は
、
こ
う
し
た
道
具
に
か
か
わ
る
商
人
・
職
人
が
重
要
な
存
在
だ
っ
た
と

考
え
る
。

③
楽
器
の
供
給
に
お
い
て
は
、
と
く
に
大
名
家
を
中
心
と
す
る
〝
古
楽
器
〟
購
入
の
仲
介
が
注
目

さ
れ
る
。
そ
の
価
格
や
鑑
定
に
つ
い
て
神
田
家
の
判
断
が
大
き
く
作
用
し
た
。
今
日
「
伝
統
」

を
体
現
す
る
〝
古
楽
器
〟
は
、
江
戸
時
代
の
楽
器
師
に
よ
っ
て
「
発
見
」
さ
れ
た
も
の
が
少
な

く
な
い
と
い
え
る
。
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